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調査の⽅法
• ⽬的

新型コロナウイルス感染症の影響に
より、どの程度の診断・治療の遅れ
が⽣じたのかを明らかにする。

• 実施時期
2021年8⽉6⽇依頼
2021年9⽉30⽇提出期限

• 調査対象
2017〜2020年診断症例（国⽴がん研
究センターに提出した症例）

• 調査項⽬
右に⽰す23項⽬

• 集計・分析
年別・⽉別の登録数と治療開始まで
の⽇数を集計・分析（全施設合計・
施設別集計）

項⽬名
1 性別
2 診断時年齢
3 原発部位《局在コード》
4 診断⽇
5 診断施設
6 治療施設
7 症例区分
8 来院経路
9 発⾒経緯
10 進展度（治療前）
11 進展度（術後病理学的）
12 外科的治療の有無
13 外科的治療の施⾏⽇（⾃施設）
14 鏡視下治療の有無
15 鏡視下の施⾏⽇（⾃施設）
16 内視鏡的治療の有無
17 内視鏡的の施⾏⽇（⾃施設）
18 放射線療法の有無
19 放射線療法の施⾏⽇（⾃施設）
20 化学療法の有無
21 化学療法の施⾏⽇（⾃施設）
22 内分泌療法の有無
23 内分泌療法の施⾏⽇（⾃施設）
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１ 全施設合計
① 登録数

• 2020年の登録数は、新型コロナウイルス感染症
の影響により、2017〜2019年の登録数と⽐較し
て減少しているのではないか？
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収集症例数
施設名 2017年 2018年 2019年 2020年 合計

宮城県⽴がんセンター 1,907 2,001 1,983 1,993 7,884

東北⼤学病院 3,634 3,719 4,029 3,700 15,078

東北労災病院 1,200 1,279 1,198 1,138 4,815

仙台医療センター 1,825 1,816 1,894 1,814 7,349

⼤崎市⺠病院 1,968 1,970 2,023 1,992 7,953

⽯巻⾚⼗字病院 1,974 2,055 1,995 2,061 8,085

みやぎ県南中核病院 798 860 980 852 3,490

東北医科薬科⼤学病院 1,271 1,427 1,443 1,491 5,632

合計 14,577 15,127 15,545 15,041 60,290

2017〜2019年 45,249

3年間の平均 15,083

2020年 15,041

差 ‐42 

差% ‐0.28%

過去3年間の平均と⽐較すると、
2020年は0.28%の減少であった。
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１①ー１ 全施設合計・症例数
1年毎に⽉別で⽐較すると、5⽉と8⽉はいずれの年と⽐べても登録数が減少
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⽉別の登録数

2017〜2019平均 2020

5⽉
18.0%減

8⽉
10.8%減

全体で11,676→11,599（‐77,‐0.7%）

１①ー１ 全施設合計・症例数
各⽉毎に過去3年間の平均を算出すると、全体では0.7%の減少
5⽉と8⽉に登録数が減少し、9〜12⽉は登録数が増加
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１①−２ 全施設合計・症例数
（⾃施設診断・⾃施設治療開始/継続＋他施設診断・⾃施設治療開始/継続）

⾃施設で治療した症例に限定して⽐較しても同様の傾向
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⽉別の登録数

2017〜2019平均 2020

5⽉
15.4%減

8⽉
10.7%減

全体で9,945→10,051（+106,+1.1%）

１①−２ 全施設合計・症例数
（⾃施設診断・⾃施設治療開始/継続＋他施設診断・⾃施設治療開始/継続）

過去3年間と⽐較しても同じ傾向で、5⽉と8⽉に減少し、9〜12⽉に増加
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１①−３ 全施設合計・症例数・男⼥別
（⾃施設診断・⾃施設治療開始/継続＋他施設診断・⾃施設治療開始/継続）

性別で違いはなく、男⼥とも5⽉と8⽉に減少
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5⽉
12.7%減
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8.5%減

全体で6,006→6,118（+112+1.9%）
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⽉別の登録数（⼥）

2017〜2019平均 2020

5⽉
12.7%減

8⽉
8.5%減

全体で5,052→5,030（‐22,‐0.4%）

１①−３ 全施設合計・症例数・男⼥別
（⾃施設診断・⾃施設治療開始/継続＋他施設診断・⾃施設治療開始/継続）

過去3年間と⽐較しても、同じ傾向で、5⽉と8⽉に減少
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１①−４ 全施設合計・症例数・年代別
（⾃施設診断・⾃施設治療開始/継続＋他施設診断・⾃施設治療開始/継続）

年代別では、40〜60代で5⽉と8⽉に減少
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⽉別の登録数（50代）

2017〜2019平均 2020

5⽉
19.6%減

全体で1,366→1,406（+40,+2.9%）
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⽉別の登録数（40代）

2017〜2019平均 2020

8⽉
12.7%減

全体で832→884（+52,+6.3%）

１①−４ 全施設合計・症例数・年代別
（⾃施設診断・⾃施設治療開始/継続＋他施設診断・⾃施設治療開始/継続）

過去3年間と⽐較すると、40代は8⽉に減少し、50代は5⽉に減少
ただし、1年間の合計では増加
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⽉別の登録数（60代）

2017〜2019平均 2020

5⽉
25.5%減

8⽉
21.5%減

全体で3,228→2,810（‐418,‐13.0%）

１①−４ 全施設合計・症例数・年代別
（⾃施設診断・⾃施設治療開始/継続＋他施設診断・⾃施設治療開始/継続）

60代では１年間を通して13.0％減少
なかでも5⽉と8⽉に⼤幅に減少
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60代のみ減少（13.0%）

１①−４ 全施設合計・症例数・年代別
（⾃施設診断・⾃施設治療開始/継続＋他施設診断・⾃施設治療開始/継続）

改めて年代別で⽐較すると、すべての年代のうち、減少していたのは60代のみ。
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１①−５ 全施設合計・症例数・部位別
（⾃施設診断・⾃施設治療開始/継続＋他施設診断・⾃施設治療開始/継続）

がん検診を⾏っている5部位に着⽬
⼦宮頸部を除く4部位で、5⽉と8⽉に減少
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⽉別の登録数（胃）

2017〜2019平均 2020

5⽉
33.7%減

8⽉
19.7%減

全体で1,441→1,336（‐105,‐7.3%）

１①−５ 全施設合計・症例数・部位別
（⾃施設診断・⾃施設治療開始/継続＋他施設診断・⾃施設治療開始/継続）

胃は年間を通して7.3％減少
特に、5〜8⽉に減少し、５⽉は⼤幅に減少
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⽉別の登録数（⼤腸）

2017〜2019平均 2020

4⽉
16.2%減

8⽉
14.2%減

全体で1,540→1,540（±0）

１①−５ 全施設合計・症例数・部位別
（⾃施設診断・⾃施設治療開始/継続＋他施設診断・⾃施設治療開始/継続）

⼤腸は増減なく、4⽉と8⽉に減少
肺は1.1%減少し、5⽉と8⽉に減少
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⽉別の登録数（肺）

2017〜2019平均 2020

5⽉
31.3%減

8⽉
20.8%減

全体で1,358→1,344（‐14,‐1.1%）
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⽉別の登録数（⼦宮頸部）

2017〜2019平均 2020

全体で397→429（+32,+8.1%）
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⽉別の登録数（乳房）

2017〜2019平均 2020

5⽉
29.0%減

全体で1,308→1,309（+1,+0.1%）

１①−５ 全施設合計・症例数・部位別
（⾃施設診断・⾃施設治療開始/継続＋他施設診断・⾃施設治療開始/継続）

乳房は0.1%増加し、5⽉に減少
⼦宮頸部は8.1%の増加
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１①−５ 全施設合計・症例数・部位別
（⾃施設診断・⾃施設治療開始/継続＋他施設診断・⾃施設治療開始/継続）

改めて部位別で⽐較すると、増減が⼤きかったのは、胃と⼦宮頸部
胃は7.3%減少し、⼦宮頸部は8.1%の増加

7.3%減少
1.1%減少
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8.1%増加

0.1%増加

増減なし

１①−６ 全施設合計・症例数・発⾒経緯別
（⾃施設診断・⾃施設治療開始/継続＋他施設診断・⾃施設治療開始/継続）

発⾒経緯別では、がん検診・健康診断・⼈間ドックが5〜10⽉に減少
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⽉別の登録数
（がん検診・健康診断・⼈間ドック）

2017〜2019平均 2020

5⽉
38.3%減

8⽉
43.2%減

全体で2,273→1,934（‐339,‐14.9%）

１①−６ 全施設合計・症例数・発⾒経緯別
（⾃施設診断・⾃施設治療開始/継続＋他施設診断・⾃施設治療開始/継続）

過去3年間と⽐較しても、がん検診・健康診断・⼈間ドックは5〜10⽉に減少
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⽉別の登録数
（他疾患の経過観察中の発⾒）

2017〜2019平均 2020

5⽉
12.3%減

全体で3,926→4,198（+272,+6.9%）

１①−６ 全施設合計・症例数・発⾒経緯別
（⾃施設診断・⾃施設治療開始/継続＋他施設診断・⾃施設治療開始/継続）

その他（⾃覚症状あり受診を含む）は5⽉に減少
他疾患の経過観察中の発⾒も5⽉に減少
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⽉別の登録数
（その他（⾃覚症状あり受診を含む））

2017〜2019平均 2020

5⽉
11.5%減

全体で5,056→5,190（+134,+2.7%）
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発⾒経緯別の登録数
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がん検診・健康診断・
⼈間ドック

その他（⾃覚症状
あり受診を含む）

他疾患の経過
観察中の発⾒

不明

6.9%増加

１①−６ 全施設合計・症例数・発⾒経緯別
（⾃施設診断・⾃施設治療開始/継続＋他施設診断・⾃施設治療開始/継続）

改めて発⾒経緯別で⽐較すると、がん検診・健康診断・⼈間ドックのみ減少

14.9%減少
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2.7%増加

１①−７ 全施設合計・症例数・進展度別
（⾃施設診断・⾃施設治療開始/継続＋他施設診断・⾃施設治療開始/継続）

進展度別では、限局は5⽉に減少、遠隔転移は9〜11⽉に増加
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⽉別の登録数
（限局）

2017〜2019平均 2020

5⽉
15.5%
減

8⽉
9.4%減

全体で5,324→5,354（+30,+0.6%）
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⽉別の登録数
（上⽪内）

2017〜2019平均 2020

全体で980→876（‐32,‐3.5%）

１①−７ 全施設合計・症例数・進展度別
（⾃施設診断・⾃施設治療開始/継続＋他施設診断・⾃施設治療開始/継続）

過去3年間と⽐較すると、上⽪内は3.5%の減少
限局は0.6%の増加で、5⽉と8⽉に減少
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⽉別の登録数
（遠隔転移）

2017〜2019平均 2020

5⽉
24.2%減

8⽉
13.3%減

全体で1,823→1,841（+18,+1.0%）

１①−７ 全施設合計・症例数・進展度別
（⾃施設診断・⾃施設治療開始/継続＋他施設診断・⾃施設治療開始/継続）

領域は0.4%の減少で、5⽉と8⽉に減少
遠隔転移は1.0%の増加で、5⽉と8⽉に減少し、9〜11⽉に増加
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⽉別の登録数
（領域（領域リンパ節転移＋隣接臓器浸潤））

2017〜2019平均 2020

8⽉
19.7%減

全体で2,178→2,168（‐10,‐0.4%）
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進展度別の登録数
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上⽪内 限局 領域
（領域リンパ
節転移＋隣接
臓器浸潤）

遠隔転移 該当せず 不明

0.4%減少

１①−７ 全施設合計・症例数・進展度別
（⾃施設診断・⾃施設治療開始/継続＋他施設診断・⾃施設治療開始/継続）

改めて進展度別で⽐較すると、上⽪内では3.5%減少したが、他は⼤きな変化なし
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3.5%減少

0.6%増加

1.0%増加

１ 全施設合計
① 登録数（まとめ）

• 収集症例数は、過去3年間の平均と⽐較すると、2020年
は0.28%の減少

• 各⽉毎に過去3年間の平均を算出すると、0.7%の減少
• ⽉別…5⽉と8⽉に減少
• 性別…違いはなし
• 年代別…60代のみ減少し（‐13.0%）、すべての⽉で減少
• 部位別…増減が⼤きかったのは胃と⼦宮頸部（胃‐
7.3%、⼦宮頸部+8.1%）

• 発⾒経緯別…がん検診・健康診断・⼈間ドックのみ減少
（‐14.9%）

• 進展度別…上⽪内は3.5%減少も他に⼤きな変化なし
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１ 全施設合計
② 診断から治療開始までの⽇数

• 2020年の診断から治療開始までの⽇数は、新型
コロナウイルス感染症の影響により、2017〜
2019年と⽐較して延⻑しているのではないか？

29

１②−１ 全施設平均・診断から治療開始までの⽇数
（⾃施設診断・⾃施設治療開始/継続＋他施設診断・⾃施設治療開始/継続）

予想に反して、⽇数は4.0⽇短縮

中央値
38.801

中央値
34.768

4⽉以降短縮

各⽉の平均⽇数

最⼤値
上位1/4
中央値
下位4/1
最⼩値

【⾒⽅】
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−4.0⽇



１②−２ 全施設平均・診断から治療開始までの⽇数（観⾎的治療）
（⾃施設診断・⾃施設治療開始/継続＋他施設診断・⾃施設治療開始/継続）

観⾎的治療では4.8⽇短縮

中央値
49.932

中央値
45.182

4⽉までは増加
5⽉以降は短縮

31

−4.8⽇

１②−３ 全施設平均・診断から治療開始までの⽇数（⾮観⾎的治療）
（⾃施設診断・⾃施設治療開始/継続＋他施設診断・⾃施設治療開始/継続）

⾮観⾎的治療でも2.3⽇短縮

中央値
44.513

中央値
42.177

すべての⽉で短縮
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−2.3⽇



１②−４ 全施設平均・診断から治療開始までの⽇数（外科的治療）
（⾃施設診断・⾃施設治療開始/継続＋他施設診断・⾃施設治療開始/継続）

外科的治療では1.9⽇短縮

中央値
52.78

中央値
50.91

4⽉以降
短縮の傾向
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−1.9⽇

１②−５ 全施設平均・診断から治療開始までの⽇数（鏡視下治療）
（⾃施設診断・⾃施設治療開始/継続＋他施設診断・⾃施設治療開始/継続）

鏡視下治療では6.3⽇短縮

中央値
56.62

中央値
50.35

5⽉までは増加
6⽉以降は短縮
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−6.3⽇



１②−６ 全施設平均・診断から治療開始までの⽇数（内視鏡的治療）
（⾃施設診断・⾃施設治療開始/継続＋他施設診断・⾃施設治療開始/継続）

内視鏡的治療では5.5⽇短縮

中央値
37.80

中央値
32.32

4⽉以降短縮
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−5.5⽇

１②−７ 全施設平均・診断から治療開始までの⽇数（放射線治療）
（⾃施設診断・⾃施設治療開始/継続＋他施設診断・⾃施設治療開始/継続）

放射線治療は5.0⽇短縮

中央値
80.39

中央値
75.42

6⽉以降短縮
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−5.0⽇



１②−８ 全施設平均・診断から治療開始までの⽇数（化学療法）
（⾃施設診断・⾃施設治療開始/継続＋他施設診断・⾃施設治療開始/継続）

化学療法では2.2⽇短縮

中央値
41.55

中央値
39.34

すべての⽉で短縮
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−2.2⽇

１②−９ 全施設平均・診断から治療開始までの⽇数（内分泌療法）
（⾃施設診断・⾃施設治療開始/継続＋他施設診断・⾃施設治療開始/継続）

内分泌療法では2.2⽇短縮

中央値
77.09

中央値
74.94

3⽉まで短縮
4〜9⽉は増加傾向
10⽉以降は短縮
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−2.2⽇



１ 全施設合計
② 診断から治療開始までの⽇数（まとめ）

•予想に反して、⽇数は短縮

39

→

•性別、年代別、部位別、進展度別、発⾒経緯別
で傾向に違いはなかったのか？

全体 −4.0⽇
〇観⾎的治療 −4.8⽇ 〇⾮観⾎的治療 −2.3⽇
・外科的治療 −1.9⽇ ・放射線療法 −5.0⽇
・鏡視下治療 −6.3⽇ ・化学療法 −2.2⽇
・内視鏡的治療 −5.5⽇ ・内分泌療法 −2.2⽇

１②−１０ 全施設平均・性別・診断から治療開始までの⽇数
（⾃施設診断・⾃施設治療開始/継続＋他施設診断・⾃施設治療開始/継続）

男⼥ともに⽇数は短縮

中央値
37.29 34.37

⼥性は4⽉以降短縮
男性は3⽉以降短縮

各⽉の平均⽇数

最⼤値
上位1/4
中央値
下位4/1
最⼩値

中央値
40.34    35.88
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−2.9⽇
−4.5⽇



１②−１１ 全施設平均・診断から治療開始までの⽇数（年代別）
（⾃施設診断・⾃施設治療開始/継続＋他施設診断・⾃施設治療開始/継続）

100歳以上を除くすべての年代で⽇数は短縮

中央値
5.97 3.25

30代以上では、短縮した⽉のほうが多い

20.19 14.00

34.99 33.30
43.41  39.61

39.28 38.15

38.23 35.06

39.71 35.42

39.24 36.62

36.61 34.50

28.55 23.70

0.00  17.00
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−2.7⽇ −6.2⽇ −1.7⽇ −3.8⽇ −1.1⽇ −3.2⽇ −4.3⽇ −2.6⽇ −2.1⽇ −4.9⽇ ＋17.0⽇

１②−１２ 全施設平均・診断から治療開始までの⽇数（部位別）
（⾃施設診断・⾃施設治療開始/継続＋他施設診断・⾃施設治療開始/継続）

がん検診を⾏っている5部位に着⽬すると、⼦宮頸部でのみ⽇数延⻑

中央値
45.23      42.88

58.15      62.32
28.28      26.17

39.91      35.57

34.01      29.22
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−2.4⽇ −2.1⽇ −4.3⽇−4.8⽇ ＋4.2⽇



１②−１３ 全施設平均・診断から治療開始までの⽇数（進展度別）
（⾃施設診断・⾃施設治療開始/継続＋他施設診断・⾃施設治療開始/継続）

遠隔転移と進展度不明で⽇数延⻑も、その他は⽇数短縮

中央値
52.47      49.38 48.48      42.78

34.31      31.95

21.94       22.35

20.06       14.97

10.20        12.93
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−3.1⽇ −2.4⽇

−5.1⽇

＋0.4⽇−5.7⽇

＋2.7⽇

１②−１４ 全施設平均・診断から治療開始までの⽇数（発⾒経緯別）
（⾃施設診断・⾃施設治療開始/継続＋他施設診断・⾃施設治療開始/継続）

不明を除き、発⾒経緯によらず⽇数は短縮

中央値
47.05               43.76

31.25             29.94

43.77             39.34

21.23             24.77
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−3.3⽇ −1.3⽇ −4.4⽇

＋3.5⽇



•性別、年代別、部位別、進展度別、発⾒経緯
別を問わず、概ね⽇数は短縮

１ 全施設合計
② 診断から治療開始までの⽇数（まとめ２）

45

•⽇数が延⻑

区分 短縮⽇数
男⼥別 男2.9、⼥4.5

年代別 10歳未満2.7、10代6.2、20代1.7、30代3.8、40代1.1、
50代3.2、60代4.3、70代2.6、80代2.1、90代4.9

部位別 胃2.4、⼤腸2.1、肺4.8、乳房4.3

進展度別 上⽪内3.1、限局5.7、領域2.4

発⾒経緯別 がん検診・健康診断・⼈間ドック3.3、
その他（⾃覚症状あり受診を含む）1.3、
他疾患の経過観察中の発⾒4.4

区分 延⻑⽇数
年代別 100歳以上17.0

部位別 ⼦宮頸部4.2

進展度別 遠隔転移0.4

２ 施設別集計

•施設別集計については、現在、公表の予定はあ
りません。
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